
 

  親亡き後を、親あるうちに… 

   将来の暮らしを今のうちから… 

    一人で考えるよりみんなの力で… 

 

 

 

 

～ つるおか安心ネット ～ 

 

 

鶴岡市 地域生活支援拠点 はじめました 
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～地域生活支援拠点とは～ 

Q１：何のために、いつから始まったの？ 

A：障害者及び障害児(以下「障害者等」という)の高齢化・重度化または「親亡き後」を考え、障害者等 

が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、居住支援のための必要な機能を整備しました。 

鶴岡市では令和３年４月から運用開始しました。 

Q２：拠点は誰が中心になって動いているの？ 

A：鶴岡市が設置し、障害者地域自立支援協議会における「相談支援部会」が窓口と 

なって動きます。その中心となる事務局は、鶴岡市福祉課・各地域庁舎市民福祉 

課・鶴岡市障害者相談支援センター（基幹型）です。 

Q３：誰が対象となるの？ 

A：鶴岡市に在住する障害児者（市内に住所をおく在宅の障害者等（手帳所持者、障害福祉サービス利 

用者、障害児通所支援利用者等）が対象です。 

※地域で暮らす方の生活を守る視点から対象者を鶴岡市内の居住者に限定しています。 

Q４：どんな形で、そして誰が支えてくれるの？ 

A：地域の複数機関が分担して機能を担う「面的整備型」という形でサポートします。 

※鶴岡市では新たな建物を作るのではなく、今ある社会資源のネットワークでサポ 

ートするものです。※整備は、地域の実情に合わせて行われています。 

Q５：どんな機能があって、それぞれ何をするの？ 

A：「１．相談」、「２．緊急時の受け入れ・対応」、「３．体験の場・機会」、「４．専門的  

人材の確保・養成」、「５．地域の体制づくり」があります。 

  ※５つの機能、そこに関わる支援機関が協力して支える形を形づくっていきます。 

 

※拠点に整備においては、５つ全ての機能が揃った状態をもっての「整備完了」ではなく、地域資源を有

効に活用しながら機能を段階的に整備していくものです。 

【①相談】

基幹相談支援センターを中心に、相談支援事
業所が連携を図り常時の連絡体制を確保し、
必要なサービスのコーディネートや相談その
他必要な支援（地域定着支援等）を行う機能

【②緊急時の受け入れ・対応】

短期入所事業所等を活用した常時の緊急受入
体制、同居家族等の急病や障害者等の状態変
化等が発生した際の緊急時の受入れや医療機
関への連絡等の必要な対応を行う機能

【④専門的人材の確保・養成】

障害者等に対し、医療的ケアや精神障害、行
動障害等、専門的な対応ができる体制確保や、
専門的な対応ができる人材を養成する機能

【③体験の場・機会】

地域移行支援や親元からの自立等にむけ、共
同生活援助等の障害福祉サービスの利用や一
人暮らしの体験の機会・場を提供する機能

【⑤地域の体制づくり】

様々な分野・領域の関係機関が連携を図り、
地域の様々なニーズに対応できるサービス提
供体制の確保や、地域の社会資源の連携体制
の構築を推進する機能



地域生活支援拠点事業登録、利用の流れについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①相談・登録 

担当相談支援専門員と相談、「地域生活支援拠点 登録申請書 兼 登

録台帳」を相談支援専門員が作成の上、福祉課へ提出。 

※診断書やお薬手帳、サービス等利用計画等、本人の心身状態が分か 

る資料の提出をお願いしております。 

 

②登録台帳登載 
福祉課で登録台帳へ登録します。 

 その後、関係する事業所と登録情報を共有します。 

③関係機関との 

情報共有 

④体験利用 

⑤基本情報更新 

（随時） 

⑥緊急時対応 

短期入所事業所または共同生活援助事業所にて体験利用します。 

相談支援専門員がサービス調整を行います。 

（拠点事業に限らず体験利用にてご本人⇔事業所双方が馴染みの関係

になっていくきっかけとなります。） 

家族状況・福祉サービス・医療情報に変更があった際には適宜情報を

更新していきます。 

サービスモニタリング、担当者会議等で見直しが行われます。 

 

相談支援事業所はじめ日中活動サービス事業所・ヘルパー等、日頃関

わりのある機関に相談します。 

相談支援事業所・基幹相談支援事業所・短期入所事業所・福祉課等が

連絡調整を行い、緊急時対応します。（フロー図参照） 

※原則、曜日や時間は問いません。 

 

 

～緊急の判断について～ 

 拠点事業における「緊急時の取扱い」について、鶴岡市では、以下のように定義します。 

 ①・②のいずれかの条件を満たし、③の状況になった場合とします。 

①介護者の急病、入院や手術等により障害のある本人が居宅に一人となる状況（家庭都合は非該当） 

②水道、電気、ガス等ライフラインが途絶え、居宅で過ごすことが出来ない状況 

③短期入所事業所や共同生活援助事業所等の調整をするも空きなく利用できない場合に、担当相談支援専門 

員が鶴岡市福祉課及び基幹相談支援センターとの協議を経て、生活の場所を調整した場合。 

登録
情報

基幹相談事
業所

相談支援事
業所

その他必要
な機関

共同生活援
助事業所

短期入所事
業所

福祉課

事業所内でも 

共有します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※対象となる方の心身状況・環境等によりフロー図通りの支援とならない場合もあります。 

相談支援専門員と相談いただき平時から緊急時の備えをしていただければと思います。 

緊急事態 

サポートメンバ
ーが集まって検
討する 


